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令和７年１２月３日 

                       （２０２５年） 

保護者の皆さまへ 

                         吹田市立山田東中学校 

                         校長  山口  廣治  

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 平素より、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうござ

います。 

本年度、３年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施

し、８月下旬に個人ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施

した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・数

学・理科に限られております。また、測定されたものは学力の一部であり、学

校における教育活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によ

って得られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のね

らいであると考えています。対象となった３年生には、よりきめ細かな指導が

できるよう取り組みを進めるとともに、学校全体として課題に応じた学力向上

につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におか

れましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考に

していただきますようお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査結果の分析 

【国語】 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

     設問の数は２つ。文脈に即して漢字を正しく使う設問の正答率は全国値

を上回っている。事象や行為を表す語彙についての理解を図る設問につい

ては、全国値とほぼ同じである。 書写の授業などを行い、継続的に言語

についての学習を深めていきたい。 

 

 話すこと・聞くこと 

    設問の数は４つ。平均正答率は全国値をやや上回っている。 

「発言した理由を説明」する時に、相手の反応を踏まえながら自分の考え

を分かりやすく伝え、表現工夫を図る設問については、全国値を上回って

いる。「意図を説明する」時に自分の考えを明確化し、理論展開に気を付

けて話の構成や工夫を図る設問については、全国値を上回っている。 

資料や機器を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現工夫を

図る設問では、全国値を下回っている。資料からデータを読み取り、筆者

の伝えたいことを読み取る力を育成したい。 
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 書くこと 

        設問の数は５つ。平均正答率は全国値を上回っている。記述式の出題形

式は 2 つで、無回答率は全国値を下回っている。読み手の立場から、文章を

整える設問については全国値を上回っており、粘り強く取り組んでいるこ

とがうかがわれる。字数などを指定し、長い答えも苦手意識を持たないよう

に指導していきたい。 

 

 読むこと 

    設問の数は３つ。全ての出題で正答率は全国値を上回っていた。 

今後も内容をしっかり読み取り、理解を深めていけるように指導をおこな

っていきたい。 

     

●国語における成果と今後の改善点について 

全体の平均正答率においては、全国値を上回る結果であった。しかしながら、資

料や機器を用いて、「自分の考えをわかりやすく伝わるように表現工夫を図る」

では全国値を下回る結果だったので、これからの出題においても正しく解答でき

るよう、表現力の育成に今後も一層取り組んでいきたい。 

 

【数学】 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

すべての領域において平均正答率は全国値を上回る結果であったが、

「図形」の領域における１問の出題においては、全国値を下回った。また、

「データの活用」の領域における２問の出題においては、無回答率が全国   

値を上回る結果となった。 

 

数と式  

５つの設問のすべて正答率が全国値を上回る結果であった。その内の

記述形式の出題(１問)では全国値を上回っている。今後も計算力向上に

向けて丁寧な指導をしていきたい。 

 

図形  

４つの設問についての正答率は全国値を上回る結果であったが、知識・

技能の観点である「多角形の理解」の設問では全国値をやや下回ってい

た。多角的な角度で図形を捉えられるように、また１つの課題に対して複

数の見方ができるよう指導していきたい。 

 

関数  

３つすべての設問について全国値を上回る結果であった。 

「変化の割合」を基に増加量を求める問題は、全国を上回る正答率ではあ

ったが、他の問題に比べると低い正答率であった。 
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データの活用  

３つの設問の平均正答率は全国値を上回っているが、答式、思考・判「確

率」の設問では知識技能の観点、思考・判断・表現の観点ともに無  回

答率が全国より上回っていた。日常に溢れているデータや資料も興味を

持てるような授業を実践し、資料の読み取りや分析する能力を付けてい

きたい。 

 

  ●数学における成果と今後の改善点について 

すべての分野において、出題形式・観点ごとに比較しても数学を解

く力は十分に身についていると考えられる。今後の授業において、

普段の生活の中にある、数学的な現象等に興味・関心が一層向くよ

うな工夫を実践していく。さらに記述する力の向上に向けて、意見

を述べたり、自分の考えをまとめたり、説明する機会を授業内で組

み込み、記述式の出題に対しても、意欲的に取り組み説明する力を

養っていきたい。 

     

２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

【学習環境・生活環境について】 

  本校では、朝食の摂取・起床・睡眠といった生活リズムに関する項目は全

国値より上回っていた。日々、ご家庭での生活習慣への意識づけをしてい

ただいている成果ではと思われる。「学校の授業以外に平日どれくらいの

時間勉強していますか」「土曜日・日曜日などの学校が休みの日にどのく

らい勉強していますか」の質問に対し『２時間(３時間)以上勉強している』

の回答が全国値を上回っている。日常生活で「学習する」定着が見受けら

れる。  

 

【教科・学習について】 

  「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」、「人が困っている時は、進

んで助けていますか」の質問項目では、約 9 割以上の肯定的な回答で、全

国値を上回っている。今後も継続して道徳の授業等やいじめ予防授業を通

して、自尊感情の醸成、社会に貢献する態度の育成を図っていきたい。 

教科については、「国語（数学）の授業の内容はよく分かりますか」・「国

語（数学）の勉強は好きですか」の質問項目では全国値を上回っていた。

「国語の授業で学習したことは、将来社会に出た時に役に立つと思います

か？」・「数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていま

すか？」の質問項目では、全国値をやや下回っている。 

それぞれ教科の特性ふまえながら、授業での発問を通して学校での学びが、

自分の生活に使えるものとして意識できるような指導を心がけていく。 
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３ 今後の取り組み 

本校では、昨年度に引き続き、今年度も『授業の構造を作る発問づくりを

もとにした授業力の向上」を重点目標として、授業力の向上に取り組んでい

ます。今年度はその成果を幼小中冬季研修会にて、４教科で研究授業を実施

し、教師間での意見交流を通して自身の授業を振り返ったり、指導方法を改

善したりすることで、生徒の興味関心や学ぶ意欲を高め、「深い学びに」つ

ながる授業づくりを進めてまいります。 

現在、子どもたちは生活リズムが整った中で、落ち着いて学習や活動に取

り組んでおり、これも保護者の皆様のご協力のお陰であり、心より感謝申し

上げます。これからも子どもたちが意欲的に学び、健やかに成長していける

環境づくりに努めてまいります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 


